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８
月
　
日
、
豊
田
漁
港

29

の
防
波
堤
に
、
海
士
町
民
の

手
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル
な
壁
画

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
壁

画
は
、
水
産
加
工
グ
ル
ー
プ

「
海
の
駅
　
松
島
」
と
、
豊
田

地
区
（
和
泉
高
徳
区
長
）、

教
育
委
員
会
の
学
校
支
援

地
域
本
部
の
３
者
が
協
力

し
あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、

今
年
６
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
豊
田
の
伝
統
行
事
、「
ホ

ー
ラ
エ
ン
ヤ
」を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ラ
エ
ン
ヤ
は
、
榊
や

椿
の
枝
で
囲
っ
た
神
輿
を
御

船
（
み
ふ
ね
）
に
載
せ
、
前
方

の
曳
き
船
に
若
者
が
乗
り

込
ん
で
勇
ま
し
い
掛
け
声
を

か
け
な
が
ら
櫂
を
漕
ぎ
、
御

船
を
曳
い
て
港
を
廻
る
と
い

う
伝
統
行
事
。

　
か
つ
て
は
２
年
に
一
度

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
人
手
不
足
で
、
こ
こ
６

年
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　「
苦
労
し
て
復
活
さ
せ
た

の
だ
か
ら
、『
こ
れ
か
ら
も
ホ

ー
ラ
エ
ン
ヤ
を
残
し
て
い
こ

う
』
と
い
う
空
気
を
作
り
た

い
」
　
こ
の
壁
画
に
は
、
こ
ん
な

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
美
術
指
導
者
で
も
あ
る

福
井
小
の
平
木
千
秋
校
長

が
原
画
を
描
き
、
そ
れ
を
も

と
に
壁
に
下
絵
を
作
成
。

　
そ
し
て
こ
の
日
、
大
人
や

子
供
あ
わ
せ
て
約
　
人
が

７０

集
ま
り
、
ペ
ン
キ
で
下
絵
に

色
を
塗
り
ま
し
た
。
下
絵
の

な
い
部
分
に
は
、
海
の
生
き

物
な
ど
を
自
由
に
ペ
イ
ン
ト
。

楽
し
く
て
素
敵
な
壁
画
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
和
泉
区
長
は
、「
素
晴
ら

し
い
出
来
栄
え
で
感
動
」。

　
豊
田
ら
し
さ
の
象
徴
と

し
て
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

ホーラエンヤ
の御船。色を
塗っているの
は和泉区長

豊
田
の
ホ
ー
ラ
エ
ン
ヤ
、
壁
画
に
な
っ
て
登

豊
田
の
ホ
ー
ラ
エ
ン
ヤ
、
壁
画
に
な
っ
て
登
場場

情
・
報
・
局

暮
ら
し
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
、
便
利
な
情
報
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。
同
好
会
の
紹
介
な
ど
掲
載
希
望

は
総
務
課
ま
で
。
℡
（
０
８
５
１
４
）
２
・
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～
住
民
参
加
の
防
波
堤
ア
ー
ト

　
　〝
ご
っ
つ〟　
の
愛
称
で
皆
に

愛
さ
れ
る
、
後
藤
隆
志
さ
ん
。

海
士
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
商
品

開
発
研
修
生
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
４
年
半
。
後
藤
さ
ん
は

今
年
の
８
月
、
故
郷
で
あ
る
大

分
県
別
府
市
に
拠
点
を
移
し

ま
し
た
。

　「
海
士
は
本
当
に
す
ご
い
。

色
々
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
」
と
語
る
後
藤
さ
ん
。
例

え
ば
、
生
産
者
と
深
い
信
頼
関

係
を
築
い
て
地
域
産
品
を
開

発
し
て
い
く
地
道
な
プ
ロ
セ
ス

や
、
真
摯
に
改
良
を
重
ね
て
販

路
を
広
げ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

そ
し
て
何
よ
り
、「
人
は
　　〝こ
こ

ろ〟　　で
動
い
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
」。

　
海
士
で
培
っ
た
経
験
を
も
と

に
、
今
は
実
家
の
家
族
と
と
も

に
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
飲
食
店

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
海
士
へ
移
住
を
決
め
た
の
は
、

ネ
ッ
ト
の
求
人
募
集
の
『
島
の

宝
探
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
』

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。

　
晴
れ
て
研
修
生
と
な
り
、

「
４
年
半
、
い
つ
も
そ
の
背
中
を

見
て
育
っ
た
」
と
い
う
大
江
和

彦
・
産
業
創
出
課
長
や
、「
現

場
を
知
ろ
う
と
し
な
い
で
も
の

づ
く
り
と
か
言
う
な
！
」
と
諭
さ

れ
続
け
た
と
い
う
青
山
富
寿

生
・
交
流
促
進
課
長
な
ど
、素

晴
ら
し
い
師
匠
に
恵
ま
れ
た
こ

と
は
大
き
な
幸
せ
だ
っ
た
と
、
後

藤
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
レ
ジ
打
ち
か
ら
始
ま
り
接

客
や
厨
房
、
海
士
食
材
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
梅
干
、
塩

辛
、
さ
つ
ま
い
も
作
り
な
ど
、
多

く
の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
特
に
思
い
入
れ
が
強
い
の
は
、

島
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
・
ふ
く
ぎ
茶
。

障
が
い
者
の
共
同
作
業
所
「
さ

く
ら
の
家
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
生

産
ラ
イ
ン
の
確
立
と
効
率
化
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
　
代
女
性
に

30

絞
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
味
の
改
良
。

催
事
場
で
の
販
売
や
飛
び
込

み
営
業
に
よ
る
販
路
開
拓
…
。

　
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、ふ
く
ぎ

茶
の
売
り
上
げ
は
順
調
に
拡

大
。
３
年
前
は
年
間
売
上
１

万
５
０
０
０
円
程
度
で
し
た

が
、
昨
年
度
実
績
で
年
間
１
８

０
万
円
に
ま
で
伸
び
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
て

今
年
、
後
藤
さ
ん
は
、「
海
士
の

も
の
を
売
る
販
路
を
自
分
で

作
ろ
う
」と
決
意
し
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
指
す
の
は
、
海
士

の
食
材
を
仕
入
れ
、
そ
れ
を
大

分
の
食
文
化
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
、
物
語
性
の
あ
る
地
域
産
品

や
料
理
を
提
供
す
る
店
。
そ
の

準
備
を
し
つ
つ
、
今
後
も
月
に

一
度
は
海
士
へ
来
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
さ
く
ら
の
家
」
の
運

営
自
体
も
後
藤
さ
ん
に
と
っ
て

は
大
き
な
テ
ー
マ
。

　「
そ
も
そ
も
ふ
く
ぎ
茶
は
、

メ
ン
バ
ー
に
安
定
的
な
工
賃

を
払
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

取
り
組
み
始
め
た
も
の
。
今
後

は
立
場
は
変
わ
る
け
ど
、
さ
く

ら
の
家
を
、
海
士
を
、
応
援
す

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
海
士
か
ら
学
ぶ
こ
と
に

も
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
　
　
　
　
＊
　

　
出
航
の
日
は
、
見
送
り
の
た

め
多
く
の
町
民
が
菱
浦
港
に

集
ま
り
ま
し
た
。（
上
写
真
）

　
海
士
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
、恩
返
し
。

　「
さ
よ
な
ら
じ
ゃ
な
い
。
む
し

ろ
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
よ
ろ

し
く
で
す
」

海
士
で
過
ご
し
た
４
年
半
と

　
　
　〝こ
れ
か
ら〟　　の
こ
と

後藤隆志さん

インタビュー
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フットサルフェスティバル「蹴球祭」Vol.2
●…………………………………
　５月に島内外の８チームが参加して行われた「フットサ

ルフェスティバルin海士『蹴球祭』」 の第２回が開催さ

れます。前回とはひと味違ったお楽しみ企画に乞ご期待。

■日時：９月21日（月）～22日（火）

■場所：ひまわり運動公園コート

　　　【事務局】08514･2･0115　（総務課内）

登記事項証明書等の請求について
●…………………………………
　これまで町内の郵便局に、登記事項証明書などの請求

用紙を備え付けていましたが、郵便局民営化に伴って９月

末に備え付けが廃止されます。引き続き郵送による請求は

できます。また、登記事項証明書はインターネットでも請求

可能です。請求方法など、詳しくは松江地方法務局西郷

支局（08512・2･0240）までお問合せ下さい。

名水サミット　in　海士
●…………………………………
　『名水百選』の「天川の水」（保 見々）があるここ海士町で、

第２３回全国水環境保全市町村連絡協議会全国大会（＝

名水サミット）が開催されます。

■題：『歴史と語る名水　－ひとの暮らしと水の関わり－』

■日時：10月14日（水）（シンポジウム）

　　【事務局】08514･2･1826　（生活環境課内）

平成２１年度行政相談週間
●…………………………………
　行政相談制度は、役場の仕事について要望や苦情を受

け付け、中立の立場から解決を促すためのものです。総務

省では毎年１０月、この制度の利用促進のため行政相談週

間を設けています。それにあわせて海士町では下記日程

で行政相談所を開設します。

■日程：１０月６日（火）９時～１２時　隠岐開発センターにて

　後鳥羽院没後770年、隠岐神社創建70周年を記念

して、薪能を開催します。能の観世流分家、銕之丞（てつの

じょう）家の九世観世銕之丞と、狂言師の九世野村万蔵が、

隠岐神社へ能と狂言を奉納します。

■日時：１０月 １７日（土）１６：３０開場、公演１７:３０～１９:３０

■場所：隠岐神社拝殿特設会場(雨天は海士中体育館）

　無料鑑賞券の申込は、往復はがきに住所・氏名・電話

番号を記入し下記へ郵送下さい。（はがき1枚につき１名）

●申込〆切：9月20日（日）消印有効

●宛先：〒 ６８４-０４０３島根県隠岐郡海士町大字海士1490番地
　　　　海士町役場内後鳥羽院顕彰事業 実行委員会事務局宛

■問合せ：08514･2･0111（担当：澤田・高橋)

【mail】　sawada-kyouichi@town.ama.shimane.jp

隠岐院薪能　(おきのいんたきぎのう)
●…………………………………

　海士町全体に環境への意識を広げていくことを目的に
発足したあま環境ネットワーク（現在は、海士町連合婦人
会、環境を良くする会、松島ダイビング推進協議会、隠岐
自然村、巡の環、生活環境課、教育委員会が参加）が、海
士のエコに関する情報を発信する「あま環境ネットつうし
ん」の発行を始めました。　　

　第1号は７月に地区回覧しましたが、今後も３ヶ月に一
度、年４回発行します。活動報告やエコの知恵、講習会の
開催情報などを伝えます。ネットワークに入ってくださる
方（個人、団体可）、「私はこんなことしているよ！」といっ
た役に立つアイデアなども、常時募集中です。どうぞよろ
しくお願いします。  

オリジナルキャラのこざちゃん。
エコのこと解説するよ！

　７月１日から１ヶ月間、全国で「第５９回社会を明るくする

運動」が展開されました。海士町更生保護女性の会では

会員４３名が、この運動の一環として「愛の図書寄贈運動」

を行いました。この趣旨にご賛同くださった多くの方 か々ら、

下記のように多額の募金が集まりました。ここに、ご報告に

併せ改めて厚く御礼申し上げます。

■募金総額…５７万６３４４円

■支出額

　・町内保育園、小・中・高校あわせて５校へ

　　図書購入資金として各６万円　…３０万円

　・県更生保護女性連盟へ　…１７万円

　・県更生保護協会、保護司会へ　…２万円

　・更生保護女性の会、活動費　…８万６３４４円

身近にできる‘島エコ’を提案

更生保護女性の会から募金の御礼

　今年の４月下旬から始まったエコポイントの取り組み

（＝レジ袋を断ると１ポイントもらえ、１５ポイントたまるとゴ

ミ処理券１枚と交換できる仕組み）は、町民の皆様の関

心も高く、８月中旬までの約４ヶ月（１１０日）で既に１,６５０

枚のゴミ処理券が交付されています。この間、買い物をさ

れた方がレジ袋を２４,７５０回断ったという計算になり、マイ

バッグ等を持参して買い物をする町民の方は２００人を超

えていると推計できます。

　ゴミの減量化につながる取

り組みですので、引き続き、ご

協力よろしくお願いいたしま

す。（生活環境課）

ステッカーが
目印。ゴミ減
量にご協力を

マイバッグで買い物、２００人超える！

　　【事務局】08514･2･1221（教育委員会内　井上）


